
鮒
同
居
三
郎
兵
衛
・
紺
民
文
助
・
明
翫
屋
僧
兵
衛
の
家
屋
一
領
肉
を
巡
親
し
て
.
括
和
を
三
千
俄
.bに
止
め
、
十

を
破
鈍
し
て
四
散
し
た
。
翌
入
居
朔
日
夜
小
松
町
に
一
周
七
日
一
行
那
谷
村
の
不
動
院
に
宿
泊
し
た
。
是
に

も
亦
打
段
が
あ
っ
た
。
山
手
の
農
民
等
小
松
に
入
り
一
於
い
て
農
民
等
そ
の
兎
切
の
額
寡
少
な
る
を
聞
き
、

来
。
、
一
一
一
日
市
町
泉
屋
市
兵
衛
・
山
上
喜
兵
衛
及
び
一
四
百
俄
人
夜
に
采
じ
て
倣
訴
を
企
て
、
奉
行
等
の
鑑

椀
村
北
市
屋
係
三
郎
の
家
を
破
壊
し
、
そ
の
他
米
関
一
定
す
る
を
見
て
、
那
谷
村
の
十
村
櫨
四
郎
の
家
を
襲

の
政
戸
に
小
損
害
を
奥
へ
た
。
一
う
た
。
槌
四
郎
は
之
を
銀
抑
せ
し
め
ん
録
、
務
の
勘

〈
八
〉
安
政
の
金
持
騒
動

l
安
政
三
年
鋭
札
の
明
後
に
一
定
顕
青
山
庄
三
郎
・
宮
部
新
兵
衛
と
交
渉
し
、
四
分

よ
っ
て
米
債
の
向
上
を
飽
き
、
四
年
に
京
っ
て
鐙
茜
一
枚
納
と
す
べ
き
こ
と
を
約
し
た
が
、
一
授
等
盆
勢
を

だ
し
く
、
五
年
挺
に
採
雨
が
あ
っ
た
潟
、
七
対
朔
日
一
得
て
山
中
の
十
村
樹
ロ
伊
右
衛
門
、
山
代
の
問
屋
屈

の
宇
納
期
に
於
け
る
一
石
の
相
場
銀
河
二
十
日
、
劉
一
問
題
安
右
衛
門
、
串
村
の
茶
問
屋
替
四
郎
の
家
を
段
ち
、

米
百
五
十
日
を
唱
ふ
る
に
京
っ
た
。
是
に
於
い
て
滞
一
稲
川
・
上
木
・
萩
生
・
儲
・
三
木
・
奥
屋
の
諮
村
民
も
之

は
趨
話
の
磁
越
を
諦
ぜ
ん
と
し
つ
L
あ
っ
た
際
、
七
一
に
加
る
に
主
っ
た
。
是
よ
り
先
滞
は
一
授
鱗
起
の
報

局
十
一
日
夜
多
搬
の
男
女
金
鍔
卯
反
山
に
上
っ
て
、
一
を
得
て
、
入
日
足
擁
八
人
・
小
人
二
人
を
訴
し
、
先

米
似
坑
き
が
潟
食
を
得
る
能
は
ざ
る
こ
と
そ
絶
叫
一
に
出
制
限
し
た
滞
士
を
大
加
古
寺
に
越
ら
し
め
て
越
慌
を

し
、
笠
夜
亦
之
を
線
一
巡
し
た
。
凶
っ
て
務
は
廿
六
日
一
命
じ
、
イ
日
大
日
付
加
一
二
一
郎
左
衛
門
を
江
戸
に
念
行

そ
の
主
謀
者
と
秘
め
た
卯
辰
の
髪
結
能
美
Mm
典
共
術
一
し
て
利
設
に
上
巾
せ
し
め
た
。
加
賀
線
の
波
挫
し
た

以
下
搬
入
を
捕
へ
‘
六
年
四
周
十
三
日
制
首
に
磁
し
一
昨
府
組
組
版
九
左
衛
門
・
足
臓
提
出
血
入
右
衛
門
等
も
こ

た
0
4
ナ
ナ
イ
ネ
ジ
グ
ウ
七
府
地
縦
。
一
の
日
大
器
寺
に
酷
似
し
た
が
‘
一
伎
の
解
散
し
た
後
で

ハ
九
)
安
政
の
鶴
来
騒
動

l
石
川
郡
鶴
来
に
於
い
て
一
あ
っ
た
か
ら
直
に
邸
路
に
就
い
た
。
次
い
で
十
一
周

也
、
安
政
五
年
七
周
十
五
日
暴
民
麟
起
し
て
、
富
商
一
九
日
御
釘
胤
揚
は
十
村
等
に
封
し
、
在
米
を
上
納
し
、

の
邸
宅
を
破
壊
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
主
謀
者
一
そ
の
他
を
貸
米
と
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
が
、
こ
は

は
、
翌
年
九
用
栄
首
の
刑
に
磁
せ
ら
れ
た
。
一
前
約
に
迩
ふ
を
以
て
向
多
少
の
騒
誕
あ
台
、
.
十
二
局

コ
メ
ソ
ウ
ド
ウ
米
騒
動
ハ
大
山
市
寺
務
〉
〈
一
〉
正
一
十
八
日
全
く
銀
蹄
し
た
。
耐
し
て
首
謀
者
同
尻
村
健

徳
の
騒
動

l
正
徳
二
年
八
用
十
日
大
迫
寺
務
の
領
内
一
右
衛
門
以
下
十
四
人
は
、
明
年
春
以
降
別
に
服
部
紋
を

に
風
容
が
あ
っ
て
、
米
位
が
昌
弘
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
民
一
構
へ
て
舗
純
斬
首
せ
ら
れ
た
。

民
は
務
に
前
う
て
常
作
毛
を
四
分
六
回
と
見
積
。
、
一
合
一
〉
明
和
の
騒
動

l
明
和
五
年
四
周
二
日
郵
鴎
越
前

一
作
用
鎗
兎
の
取
扱
を
受
け
て
例
年
租
額
の
四
分
を
一
吉
崎
の
述
如
山
に
民
民
也
集
し
、
袋
路
三
谷
屋
助
右

上
納
せ
ん
と
求
め
た
。
滞
定
乃
ち
之
を
在
江
戸
の
滞
一
衛
門
の
家
を
段
ち
、
.
耐

L
て
吉
崎
の
町
人
は
助
右
衛

侯
前
田
利
章
に
報
じ
た
が
、
全
領
中
の
用
指
兎
総
額
一
門
を
庇
殺
し
て
制
服
申
う
た
。
護
し
三
谷
屋
が
前
年
の

五
千
石
を
趨
ゆ
べ
か
ら
ず
と
の
令
を
得
た
。
図
っ
て
一
凶
作
に
拘
ら
ず
、
越
前
米
・
大
型
寺
米
を
買
占
め
、

都
奉
行
前
川
宇
右
衛
門
二
百
五
十
若
・
守
悶
新
右
衛
門
一
二
機
を
見
て
之
を
質
出
さ
ん
と
し
た
る
に
よ
り
、
騒
動

宵
若
・
郡
方
自
付
焼
藤
四
兵
衛
七
十
石
・
名
越
作
右
衛
門
一
は
翌
三
日
に
及
ん
だ
が
、
大
型
寺
の
務
定
領
境
に
出

五
十
肩
・
発
切
大
日
付
抑
制
三
郎
左
衛
門
二
百
石
等
、
普
〈
一
張
し
て
銀
蹄
せ
し
め
た
。
賎
民
の
多
数
は
大
器
寺
領

コ
メ

の
も
の
に
鹿
し
、
総
前
領
の
も
の
は
僅
か
に
一
部
分

に
溢
ぎ
な
か
っ
た
と
い
ふ
。

会
一
〉
安
永
の
騒
動

l
安
永
九
年
秋
大
雲
寺
務
領
に
虫

害
あ
り
。
依
っ
て
九
用
九
日
よ
り
サ
ニ
固
ま
で
横
目

河
地
千
丞
・
筒
井
清
太
夫
を
渡
し
、
領
内
八
十
六
よ
利

に
封
し
て
数
値
米
五
千
石
を
給
す
べ
き
こ
と
を
渡
表

し
た
が
、
農
民
は
之
に
満
足
せ
ず
、
十
一
用
不
穏
の

密
政
を
廻
治
せ
る
も
の
あ
る
こ
と
が
護
脱
却
し
た
。
依

っ
て
サ
二
日
以
降
毛
合
村
長
右
衛
門
、
・
諒
波
hm村
嘉

右
衛
門
、
毛
合
村
源
六
を
捕
縛
し
て
事
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
を
得
た
。
三
人
の
践
分
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
永
牢
に
な
っ
た
も
の
L
知
く
、
源
六
の
み
は
天

明
四
年
七

R
五
日
破
獄
し
て
自
縫
し
た
。

ハ
四
)
明
治
の
騒
動

i
倒
治
四
年
十
一
周
サ
四
日
夜
江

沼
郡
の
暴
民
麟
起
し
、
大
型
寺
町
賦
畠
の
大
器
寺
鯨

少
邸
会
知
wm.牛
、
魚
町
の
謀
商
林
消
一
の
家
を
襲
う

た
。
依
っ
て
廊
腿
は
兵
士
を
出
し
て
銀
限
を
試
み
、

サ
五
日
夜
遂
に
衝
突
し
て
農
民
に
傷
者
を
生
ず
る
に

去
っ
た
。
こ
の
暴
動
は
農
制
の
改
善
を
求
め
る
に
あ

っ
た
。コ
メ
ダ
シ

部
務
。ヨ
メ
ダ
シ
ガ
ハ

賢
建
川
。

ヨ
メ
タ
-
-
イ
ソ
ゴ
ロ
ウ
米
谷
磁
豆
郎
嘉
永
五

年
近
江
凶
甲
賀
郡
朝
宮
村
の
人
奥
商
磁
五
郎
は
能
楽

部
串
茶
屋
駒
策
久
右
衛
門
方
に
来
た
が
、
製
茶
を
宇

治
に
皐
ん
で
そ
の
製
法
に
遁
じ
て
ゐ
た
か
ら
、
串
茶

屋
・
今
江
等
の
笛
業
者
が
之
を
傍
脅
し
て
大
に
利
盆

を
得
た
。
磁
五
郎
後
に
須
天
な
る
米
谷
氏
の
女
婿
と

な
っ
た
録
、
文
久
の
頃
に
は
須
天
製
茶
の
名
大
に
慨

に
額
れ
る
に
歪
っ
た
。
今
岡
邸
務
南
端
に
石
碑
が
あ

・0
、
共
の
正
面
に
煎
茶
話
製
磁
五
郎
碑
の
八
文
字
を

米
出

期
羽
咋
郡
押
水
北
庄
に
臨
す
る

米
出
川

4
ホ
ウ
ダ
ツ
ガ
ハ

る街刻。、し

お左
に側
陵に

堅堅
τA  
乏~ -， 
ナ江
卯問
予1Iム
穐開
中
建長ι 
左と "h・

宅筒
て左
あ兵

ヨ
メ
ナ
カ
ガ
ヒ
米
仲
買
百
姓
が
そ
の
年
貢
米

を
、
務
の
御
蔵
文
は
給
人
の
臓
宿
に
納
入
す
る
揚
合

に
は
、
前
者
に
代
官
、
後
者
に
手
代
が
あ
っ
て
、
殿

密
に
そ
の
質
地
及
び
包
装
を
機
資
し
た
。
故
に
御
蔵

米
又
は
町
蹴
米
は
最
も
信
用
の
あ
る
商
品
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
郵
米
切
手
を
到
集
め
て
市
場
に
質
問

し
、
若
し
く
は
客
筋
か
ら
注
文
を
受
け
‘
自
己
の
計

算
に
於
い
て
民
認
す
る
も
の
を
米
仲
民
と
い
う
た
。

加
賀
務
で
最
も
古
〈
設
け
た
米
仲
口
座
は
越
中
高
闘

の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
明
和
七
年
か
ら
金
稼
に
於
い

て
の
み
取
引
せ
し
め
る
こ
と
を
令
し
た
。
併
し
鵠
米

の
大
部
分
は
越
中
に
在
っ
て
、
金
棚
仰
の
建
米
で
あ
っ

た
八
よ
即
米
も
悉
く
越
巾
の
も
の
で
あ
り
、
検
出
も

越
市
諸
港
か
ら
す
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、

高
闘
の
商
人
等
は
、
こ
の
命
令
を
理
問
な
き
も
の
と

断
じ
、
依
然
と
し
て
取
引
を
な
し
た
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
外
に
も
越
市
魚
・
待
・
石
助
、
加
賀
松
任
・
小
松
等

に
資
質
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
是
を
以
て
文
政
六
年
金

揮
の
米
仲
貿
人
は
、
他
の
諸
米
制
婦
を
停
止
せ
ら
れ
ん

こ
と
を
滞
に
筒
ひ
、
翠
七
年
か
ら
領
内
唯
一
の
米
揚

た
る
に
歪
っ
た
。
金
禅
の
米
制
婦
は
斑
文
中
の
創
始
と

す
る
を
定
説
と
し
、
初
め
は
米
仲
W
H
集
腕
.
と
い
ひ
、

市
内
四
d
mに
聞
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
事
和
三

年
一
宇
腕
に
合
同
し
て
米
揚
と
な
っ
た
。
金
・
樺
の
米

揚
に
於
け
る
米
穀
の
斑
闘
は
、
務
又
は
給
人
の
収
納

米
の
取
援
を
主
と
し
、
凡
べ
て
米
切
手
に
よ
っ
て
之

が
受
渡
し
を
行
ふ
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
米
製
は
務
政

時
代
を
活
じ
て
鑓
約
し
、
向
延
い
て
昭
和
十
四
年
に

及
ん
だ
。

ヨ
メ
マ
チ

.圃・・--・・・副
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羽
咋
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期
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に
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